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10電
相談
気
を
通
受
信
け
サ
付
ービ
け
ス
て
の
い
苦
ます
情・

!
14 平成24年11月9日（金）～15日（木）

秋季全国火災予防運動を
実施します!

MIC NEWS

18 11月9日は119番の日
地方のかがやき

20 地元発信で新たな魅力をPR
地域一体となった観光振興

埼玉県 秩父市

詳しくは
となりのページへ

オープンデータ戦略

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で

す
ご
く
詳
し
い

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
が

公
開
さ
れ
て
い
る
よ

へ
ー
、

ど
う
や
っ
て

役
立
っ
て
い
る
の
？

国
や
自
治
体
が

公
共
事
業
を
し
た
と
き
に

調
査
し
た
地
盤
デ
ー
タ
も

役
立
っ
て
い
る
ん
だ

多
く
の
地
盤
デ
ー
タ
を

皆
に
使
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、

地
下
構
造
が
わ
か
る
地
図
が
作
れ
、

災
害
予
測
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が

で
き
る
か
ら
、よ
り
精
密
な

災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

作
る
こ
と
が
で
き
る
ん
だ
よ

オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
化
の

メ
リ
ッ
ト
だ
ね
。

宿
題
の
答
え
も

オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
に

し
て
も
ら
い
た
い
な
あ

201X年

キ ー ワ ー ド で 日

今月の 
キーワード

本 が わ か る !

【オープンデータ戦略】おーぷんでーたせんりゃく
閉じた範囲で利用されているデータを、社会で効果的に利活用することのできる環境を整備する
政策。

オープンデータ戦略
公共交通情報サービス 地盤情報サービス 災害関連情報サービス

運行情報
被害情報

ライフライン情報
気象・警報情報
地震・津波情報

ハザードマップ
避難所情報

国・自治体民間の
地盤情報

精密ハザードマップ作成
災害予測

様々な
データを
組み合わせ

データを二次利用しやすい形でオープン化

公共性のあるデータに、
誰もがアクセスして共
有・利用しやすくする。
そうした環境整備を推
進することがオープン
データ戦略です。たと
えば地盤調査の結果は
詳細なハザードマップ
の作成に活用できるし、
公共交通機関のリアル
タイムの運行情報は、
複数の路線の遅延など
も反映した最適なルー
ト案内の実現に役立ち
ます。

タ
を
、
社
会
で
効
果
的
に
利
活
用
す
る
こ

と
の
で
き
る
環
境
を
整
備
す
べ
く
、「
オ
ー

プ
ン
デ
ー
タ
戦
略
」を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
分
野
を
超
え
た
デ
ー

タ
の
流
通
・
連
携
・
利
活
用
を
効
果
的

に
行
う
た
め
に
必
要
と
な
る
、
標
準
的

デ
ー
タ
記
述
方
法
や
、
二
次
利
用
に
関

す
る
ル
ー
ル
の
確
立
等
の
た
め
の
実
証

実
験
を
、
Ｉ
Ｔ
戦
略
本
部
、
関
係
府
省

庁
や
本
年
七
月
に
設
立
さ
れ
た
「
オ
ー

プ
ン
デ
ー
タ
流
通
推
進
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
」と
連
携
し
て
、実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
取
組
を
通
じ
て
、
価
値
あ

る
デ
ー
タ
の
組
み
合
わ
せ
（
マ
ッ
シ
ュ

ア
ッ
プ
）
に
よ
る
創
造
的
な
新
サ
ー
ビ

ス
が
創
出
さ
れ
る
こ
と
や
、
国
民
、
産

業
界
に
と
っ
て
有
益
な
情
報
が
入
手
し

や
す
く
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、
情
報
の
横
の

連
携
の
重
要
性
が
顕
在
化
し
ま
し
た
。

た
と
え
ば
、
震
災
時
に
行
政
の
保
有
す

る
避
難
所
情
報
や
地
図
デ
ー
タ
等
を
利

用
し
て
震
災
関
連
情
報
を
広
く
周
知
さ

せ
よ
う
と
し
て
も
、
デ
ー
タ
の
形
式
の

問
題
で
人
手
で
再
入
力
が
必
要
と
な
る

な
ど
、
情
報
の
集
約
や
二
次
利
用
に
多

く
の
時
間
が
必
要
と
さ
れ
る
な
ど
の
ケ

ー
ス
も
散
見
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
総
務
省
で
は
、
急
速
に
進

展
し
て
き
た
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
生
か
し
、
バ
ラ
バ
ラ
の
形
式
で
閉
じ

た
範
囲
で
し
か
利
用
さ
れ
て
い
な
い
デ
ー

東
日
本
大
震
災
の
教
訓

オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
戦
略
の
推
進

どんなことができるの？

も

複
運

継ぎ
考
行
数

公

案内
慮
情
の

し
報
公

共

な
た
か
共

交

ど

ら
最

交

が

通

、
適

通

実現。

複
ル

機

情
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ー

関

報

の
ト

の
路

サ

案

リ
線
内

ア

ー

の
、

ル

ビ

遅
終

タ

ス

延
イ

電
情
ム

乗

の
報
り

地盤情報サービス

国や自治体等の地盤データから、3D地
下構造図やそれを活用した災害予測シ
ミュレーション、ハザードマップの精密
化などが実現。

災害関連情報サービス

地震・津波情報、気象・警報情報、ハ
ザードマップ、避難所情報などの災害
関連情報を同じ地図上に表示すること
で、住民の避難準備や自治体による避
難勧告の判断などに役立つ。

2MIC   November 20123 MIC   November 2012



1 2

3 4 5

6 7

特集 1日の時間の過ごし方からライフスタイルがわかります
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災
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害

スポーツ

スポーツを行った人の割合は65
歳未満で低下、65歳以上で上昇

合
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は
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歳以上
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1
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5
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業
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24
事
歳

時
者

時
で
間
大幅

間
の

は男
に
女
減

家事関連時間

男性はほとんどの年齢階級
で家事関連時間が増加して
いるが、男女の間に依然と
して大きな差が見られる

交際・
付き合いの時間
交際・付き合いの時間は平成13
年調査以降減少傾向で、15～
24歳で大幅に減少

起床時刻・
就寝時刻

平日の就寝時刻が最も早いのは
青森県及び秋田県、最も遅いの
は東京都
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（平成18年、23年）

図5「スポーツ」の種類別行動者率
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図7「趣味・娯楽」の種類別行動者率
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図3  「災害に関係した活動」の年齢階級別行動者率
（平成18年、23年）
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図2「ボランティア活動」の種類別行動者率
（平成18年、23年）
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自然や環境を守るための活動

高齢者を対象とした活動

スポーツ・文化・芸術・学術に関係した活動

健康や医療サービスに関係した活動

障害者を対象とした活動

国際協力に関係した活動

その他

災害に関係した活動

平成23年
平成18年

1 ボランティア活動
1年間に「ボランティア活動」を行った人
は2995万1千人、行動者率*1は26.3％
で5年前より0.1ポイント上昇
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「ボランティア活動」の行動者率を
年齢階級別にみると、40～44歳が
35.6％と最も高く、25～29歳が
16.5％と最も低くなっています。平
成18年と比べると、20～59歳の広
範な年齢階級で上昇しています。

*1  行動者率：10歳以上人口に占める過去1年間
に該当する種類の活動を行った人の割合（％）
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「災害に関係した活動」の行動者率
を年齢階級別に平成18年と比べる
と、全ての年齢階級で上昇しており、
とくに20～54歳で3.0ポイント以
上上昇しています。

2 スポーツ
1年間に「スポーツ」を行った人は7184
万3千人、行動者率は63.0％で5年前よ
り2.3ポイント低下

「スポーツ」の行動者率を年齢階級別にみると、10
～14歳が88.7％と最も高く、年齢が高くなるにつ
れておおむね低下しています。平成18年と比べる
と、65歳未満は低下、65歳以上は上昇しています。

「スポーツ」の行動者率を種類別にみると、「ウォーキング・軽い体操」が35.2
％と最も高く、次いで「ボウリング」が12.8％などとなっています。これを平成
18年と比べると、ほとんどの種類で低下していますが、「ジョギング・マラソン」、

「ウォーキング・軽い体操」、「サイクリング」は、僅かに上昇しています。

3 趣味・娯楽
1年間に「趣味・娯楽」を行った人は
9677万人、行動者率は84.8％で5年前
より0.1ポイント低下

「趣味・娯楽」の行動者率を年齢階級別にみ
ると、10～14歳が94.5％と最も高く、年
齢が高くなるにつれておおむね低下してい
ます。平成18年と比べると、50歳以上で
は全ての年齢階級で上昇しています。

「趣味・娯楽」の行動者率を種類別にみると、「ＣＤなどによる音楽鑑賞」が
47.5％と最も高く、次いで「ＤＶＤなどによる映画鑑賞」が40.5％、「趣味とし
ての読書」が39.5％などとなっています。これを平成18年と比べると、ほとん
どの種類で低下していますが、「テレビゲーム・パソコンゲーム」、「ポピュラー音
楽・歌謡曲鑑賞」は、僅かに上昇しています。



順位  都道府県  平均時刻 
（時 :分） 

行動者率
（%） 

全国 23:15 99.5

1 青森県 22:35 99.9

1 秋田県 22:35 99.3

3 山形県 22:43 99.2

4 岩手県 22:45 98.8

5 福島県 22:47 99.4

43 京都府 23:25 99.3

44 福岡県 23:26 99.8

45 大阪府 23:32 99.2

46 神奈川県 23:36 99.4

47 東京都 23:41 99.3

就 寝

順位  都道府県  平均時刻 
（時 :分） 

行動者率
（%） 

全国 6:37 99.4 

1 青森県 6:19 99.6 

2 岩手県 6:22 98.8 

2 新潟県 6:22 99.5

2 島根県 6:22 99.0

5 秋田県 6:23 99.2

43 福岡県 6:44 99.7

44 神奈川県 6:45 99.0 

45 大阪府 6:49 99.4 

46 京都府 6:51 99.5 

47 東京都 6:52 99.2 

起 床

表1  都道府県別起床・就寝の平均時刻及び行動者率 
平日

図10  年齢階級別交際・付き合いの時間 
（平成13年、18年、23年）　週全体

図9  男女、年齢階級別家事関連時間 
（平成18年、23年）　週全体

60
（分）

40

50

30

10

20

0
10

14
歳

15

19
歳

20

24
歳

25

29
歳

30

34
歳

35

39
歳

40

44
歳

45

49
歳

50

54
歳

55

59
歳

60

64
歳

70

74
歳

80

84
歳

65

69
歳

85
歳
以
上

75

79
歳

平成13年
平成18年
平成23年

5

（時間）

0

4

3

1

2

10

14
歳

15

19
歳

20

24
歳

25

29
歳

30

34
歳

35

39
歳

40

44
歳

45

49
歳

50

54
歳

55

59
歳

60

64
歳

65

69
歳

70

74
歳

80

84
歳

75

79
歳

85
歳
以
上

平成18年　男
平成23年　男
平成18年　女
平成23年　女

4 有業者の仕事時間 有業者の仕事時間は男女共に15～24歳
で大幅に減少

図8  男女、年齢階級別仕事時間
（平成18年、23年）　週全体、有業者
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有業者（15歳以上）の仕事時間
は6時間2分で、男性は6時間56
分、女性は4時間50分となってい
ます。
男女、年齢階級別にみると、男女
共に15～24歳で20分以上の減
少となっています。
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5 家事関連時間 男性はほとんどの年齢階級で家事関連時間*2が増加している
が、男女の間に依然として大きな差が見られる

家事関連時間は2時間10分で、
男性は42分、女性は3時間35
分と男女の間に依然として大きな
差が見られます。
男女、年齢階級別にみると、男性
は70～79歳を除くすべての年齢
階級で増加となっています。一方、
女性は15～54歳でおおむね減
少となっています。

*2  家事関連時間：家事、介護・看護、育児及
び買い物

6 交際・付き合いの時間 交際・付き合いの時間は平成13年調査以
降減少傾向で、15～24歳で大幅に減少

交際・付き合いの時間は19分で、
男性は18分、女性は20分となっ
ています。
過去10年間の推移を年齢階級別
にみると、すべての年齢階級でお
おむね減少傾向となっており、特
に15～24歳は大幅に減少となっ
ています。

7 起床時刻・就寝時刻 平日の就寝時刻が最も早いのは青森県及
び秋田県、最も遅いのは東京都

平日における主な行動の平均時刻
を都道府県別にみると、起床時刻
は、青森県が6時19分と最も早
く、最も遅い東京都の6時52分
との差は33分となっています。
就寝時刻は、青森県及び秋田県
が22時35分と最も早く、最も遅
い東京都の23時41分との差は1
時間6分となっています。



（※） 電気通信消費者相談センターと各総合通信局等の連絡先等については、総務省HPをご覧ください。
http://www.soumu.go.jp/main_sosiki/joho_tsusin/d_syohi/syohi/syohi_soudan.htm

図2  苦情・相談の件数 上位10項目

図1  年度別総受付件数（総合通信局等を含む）

電
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苦情・相談
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23年度 22年度
1 電気通信事業者との契約・提供条件に関するもの 1,003 1,032
2 電気通信行政への照会 406 524

3 電気通信事業者との料金トラブルに関するもの
（うち高額パケット料金請求関係）

380
（54）

504
（89）

4 電気通信事業者等の顧客対応に関するもの 267 274
5 迷惑メールに関するもの 217 217

6 アダルトサイト・ゲームサイト等の情報料をかたった不当請求・
架空請求に関するもの 140 202

7 インターネット上の情報（掲示板等への書き込み等）に関するもの 118 161
8 電話端末の故障・修理に関するもの 116 141

9 電気通信サービスのサービス品質に関するもの
（携帯電話の受信状況、ブロードバンドサービスの速度等） 106 183

10 電話勧誘等営業活動に関するもの 86 157
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総務省 電気通信消費者相談センター
総合通信局等

トラブル2
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対処

対処
1

対処
2
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近年、スマートフォンの普及に伴い、スマ
ートフォンを中心とした苦情・相談件数
も増加傾向にあります。
最新の動向を踏まえた、トラブルへの対
処法をご紹介します。

　

総
務
省
は
、
電
気
通
信
消
費
者
相

談
セ
ン
タ
ー
と
各
総
合
通
信
局
等
で
、

電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
利
用

者
か
ら
の
苦
情
・
相
談
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
（※）

。
平
成
23
年
度
の
苦

情
・
相
談
の
受
付
件
数
は
7
8
7
3

件
と
、
前
年
よ
り
約
6.5
％
減
少
し
ま

し
た
。（
図
1
） 

　

電
気
通
信
消
費
者
相
談
セ
ン
タ
ー

に
寄
せ
ら
れ
た
主
な
苦
情
・
相
談
の

上
位
10
項
目
（
図
2
）
の
合
計
件
数

（
2
8
3
9
件
）
の
中
に
は
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
に
関
す
る
も
の
が
3
0
7

件
と
、
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。 

　

総
務
省
は
、
引
き
続
き
各
種
広
報

活
動
に
よ
る
利
用
者
へ
の
情
報
提
供
、

必
要
に
応
じ
た
電
気
通
信
事
業
者
へ

の
指
導
・
要
請
な
ど
を
行
う
と
と
も

に
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
な
ど

の
最
新
動
向
を
踏
ま
え
つ
つ
、
電
気

通
信
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
利
益
の
保

護
に
取
り
組
み
ま
す
。 

こんなトラブル、どうしたらいい？
相談事例と対処法

不当請求・架空請求

し
ス
た
マ
ら
ート

10
フ
万
ォ
円
ン
の
で
請
ア
求
プ
画
リ
面
を
が
ダ
！
ウンロード 迷

料金
惑
請
メ
求
ー
が
ル
！
の配信停止ボタンを押したら 懸

請求
賞
さ
当
れ
選
た
の
！
メールに返信したら手数料を

連
あ
絡
わ
し
て
な
て
い!

相手先業者に新たな
個人情報を知らせる
ことになります。 
スマートフォンの場
合、アプリをインス
トールすると電話番
号等を取得される可
能性もあるので注意
が必要です。

身に覚えのない料金は
絶対に支払わない!

一度でも支払うと、
さらに料金を請求
される場合もあり
ます。URLや年齢
認証のボタンをク
リックしただけで
は契約が有効に成
立しているとは言
えません。

ゲームサイトの
高額請求 

無料だと思って
いた携帯ゲーム
なのに、9万円の
請求が！

利用規約の
確認を!

ゲーム自体は無料
でも、ゲームを有
利に進めるための
特別なアイテムな
どが有料の場合も
あります。



トラブル6

トラブル5

トラブル4

対処

対処

対処 パケット通信料金請求・海外利用の高額請求トラブル3

な
音
パ
楽
ケ
を
ッ
ダ
ト
ウ
通
ン
信
ロ
料
ード
金
し
を
た
請
り
求
、
さ
写
れ
真
た
付
！
きメールを受信したら高額 海外旅行中に携帯電話を使ったら、帰国後、通話料とパケット

通信料金5万円の請求があった！ 

通
一
知
定
サ
額
ー
を
ビ
超
ス
え
等
た
の
場
利
合
用
の
を!

に
を

携

提
、
帯
利
供

電
用
し

話
者
て

事
に
い

業
通知
る

者

場

で
す
合

は
る
も

、パ
サ
あ

ケ
ー
り

ッ
ビ
ま

ト
ス
す

通
や
。

信
、利
料
用
金
が制
が一
限
定
さ
額
れ
を超
る
え
サ
た
ー
場
ビ
合
ス

利用目的に合った
料金プランの選択を!

対処
1

対処
2

メールや音楽等のやりとりといったパケット通信は、データの
量に応じて受信する側も課金されます。特に音楽、動画、ゲー
ム等はデータ量が大きいため十分な注意が必要です。電気通信
事業者は、パケット通信料金が一定額でおさまる料金プラン
（定額制プラン）を提供しているので確認しましょう。 

海外で使う場合は、事前に料金体系や端末の設定の確認を! 対処
3
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海
体
外
系が
で
適
の
用
通
さ
話
れ
料
ず
や
、
パ
日
ケ
本
ッ
で
ト
使
通
っ
信
て
料
い
に
る
は
の
国
と
内
同
と
じ
は
よ
異
う
な
な
る
使
料
い
金体
方を
系
す
が
る
適
と
用
、高
さ
額
れ
な
ま
料
す
金
。定
が
額
請
制
求
プ
さ
ラ
れ
ン
て
に
し
加
ま
入
い
し
ま
て
す
い
。
ても海外では日本と同じ料金

迷惑メール

携帯に日に100～200件の広告メールが届く！

受信設定の変更を!

レ

フ
ダ

し

メ

※

の
な

受
話

指

活

入
い
力

ま

り

イ

ス

ィ
活

事

定

信

用
ー

し
メ
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ま

ン

ルタ

か

用

業

し

す

や

な
ー

が

、個

い
ル

す

指

ら

等

者

た

る

、
提

人

な
に

多

。

定

リ

の
ドメ

が

等
よ

情

ど
は

供
く

ン

受

メ

有

が

報

ご
安

う

す

を

注
易

の

グ

ー

信

イ

効

提
に

要

意
に

る
プ

ルの

サ

機

ン

な

供
、

く

求
個

メ

携

ロ

ー

能

だ

やア

対

す

す

人
さ

る
情

ー

帯

バ

ビ

み

等

策

る

い

あ
報

ル

電

ド

ド

ス

の

を

イ

と

。

や
を

違法・有害な
サイトの閲覧 

ア
小

録し
ダ
学

て

生
ル
し

の
ト
ま

息
サ
っ

子
イ
た
ト
が

！
に
有

 
登
料

フィルタリングサービス
への加入を!

携帯電話事業者が提供するフィ
ルタリングサービスに加入すれ
ば、違法・有害なサイトを閲覧
できないようになります。

※フィルタリングサービス
は、携帯電話事業者が無料で
提供しています。
※スマートフォンでは無線
LAN接続により、様々な
ネットワークに接続できる
ほか、多様なアプリも利用で
きるため、適切な対策ソフト
も利用しましょう。

携帯契約の
高額バイト

「携帯電話を契
約したら1万円」
というアルバイ
トに申し込み、契
約した携帯電話
4台を雇い主に
渡してアルバイ
ト代を受け取っ
たら、3カ月後に
高額の携帯電話
使用料金の請求
がきた！ 

気軽なアルバイトほど
落とし穴があるもの。
このようなアルバイトには
決して応募しない!

気軽なアルバイトのつもりで携帯
電話を契約して他人に渡しても、
その携帯電話の使用料金や端末
代金等は契約者に請求されます。
このように契約された携帯電話は、
いわゆる「オレオレ詐欺」等の犯罪
に利用される可能性があります。
また、契約した携帯電話を、携帯電
話事業者に無断で第三者に譲渡
した場合は、法律により罰則の対
象になることがあります。

平成23年度における電気通信サービスの苦情・相談の概要
http://www.soumu.go.jp/menu_news/s-news/01kiban08_02000086.html



平成24年度　全国統一防火標語

消すまでは 出ない行かない 離れない

平成24年11月9日（金）～15日（木）

秋季全国火災
予防運動
を実施します！

平成23年の1年間に、全国で発生した火災の総件数は、50,006件。
1日あたり約137件の火災が発生していたことになります。

火災を未然に防ぐために、国民一人ひとりが、防火意識を高めることが大切です。

第41回佐賀城下栄の国
まつりビッグパレードに
参加（佐賀広域消防局）
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年
間
千
人
以
上
が

住
宅
火
災
の
犠
牲
に

　

火
災
に
よ
る
総
死
者
数
は
1
7
6
6
人
、
こ
の

う
ち
、
一
般
住
宅
・
共
同
住
宅
・
併
用
住
宅
な
ど

の
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
数
は
、
放
火
自
殺
者
な

ど
を
除
く
と
1
0
7
0
人
と
な
り
、
半
数
以
上
を

占
め
て
い
ま
す
。
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
数
は

徐
々
に
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
9
年
連
続
で
千
人

を
超
え
て
い
る
な
ど
、
尊
い
生
命
が
失
わ
れ
る
状

況
が
、
依
然
と
し
て
続
い
て
い
ま
す
。
火
災
に
よ

る
犠
牲
者
を
減
少
さ
せ
、
財
産
の
損
失
を
防
ぐ
た

め
に
は
、
日
頃
か
ら
一
人
ひ
と
り
が
生
活
の
中
で

火
災
を
未
然
に
防
ご
う
と
い
う
防
火
意
識
を
高
め

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

消
防
庁
で
は
、
今
年
も
11
月
9
日
（
金
）
か
ら

15
日
（
木
）
ま
で
の
７
日
間
、「
秋
季
全
国
火
災

予
防
運
動
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
今
回
の
火
災
予
防
運
動
で
は
、
平
成
23

年
6
月
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
全
国
で

義
務
化
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
未
設
置
世
帯
に
対
す

る
働
き
か
け
及
び
適
切
な
維
持
管
理
に
関
す
る
周

知
事
項
を
は
じ
め
、
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
の
発

生
防
止
対
策
の
要
点
を
ま
と
め
た
「
住
宅
防
火　

い
の
ち
を
守
る　

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト
」
を
活
用
し

総
合
的
な
住
宅
防
火
対
策
の
推
進
に
つ
い
て
積
極

的
な
広
報
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
気
象
条
件
等
の
関
係
か
ら
一
部
道
県
に

お
い
て
は
時
期
を
ず
ら
し
て
実
施
し
ま
す
。

・
北
海
道 

10
月
15
日
〜
31
日

・
青
森
県 

10
月
15
日
〜
21
日

・
秋
田
県 

11
月
4
日
〜
10
日

、、

合計
1,070人

不明
501人

（46.8%）

その他
61人

（5.7%）

たばこ
160人

（15.0%）

ストーブ
125人

（11.7%）

電気器具
70人（6.5%）

こんろ
52人（4.9%）

マッチ・ライター
46人（4.3%）

ローソク・灯明
38人（3.6%）

こたつ
17人（1.6%）

総出火件数の中で出火原因のトップは「放火」
です。「放火の疑い」も含めると、出火原因全
体の19.1％を占めています。とくに東京、大
阪、愛知など大都市に多く、消防庁では、放
火火災防止に関する情報提供を、ホームペー
ジ等で幅広く行っています。また、平成23年
中に死者の出た住宅火災を発火源別に見る
と、「たばこ」「ストーブ」「電気器具」がワー
スト3。この3つを安全に取り扱うための広報
を、消防庁では全国各地で重点的に行ってい
ます。「放火されない環境づくり」「火災を防
ぐ知識の習得」に、ぜひ、お役立てください。

火災を防ぐ知識を
身につけよう

住宅火災の発火源別死者数
（平成23年中、放火自殺者等を除く。）

住宅防火 いのちを守る 7つのポイント

逃げ遅れを防ぐために、
住宅用火災警報器を設置
する。

寝具、衣類及びカーテン
からの火災を防ぐため
に、防炎品を使用する。

火災を小さいうちに消す
ために、住宅用消火器等
を設置する。

お年寄りや身体の不自由
な人を守るために、隣近
所の協力体制をつくる。

対策1 対策2 対策3 対策4

寝たばこは、絶対やめる。
習慣1

ストーブは、燃えやすい
ものから離れた位置で使
用する。

習慣2
ガスこんろなどのそばを
離れるときは、必ず火を
消す。

習慣3



長い間放置され腐食の進んだ消火器

、

参
加
し
て
み
よ
う

行
事
や
イ
ベ
ン
ト
に

　

平
成
23
年
中
の
住
宅
火
災
に

よ
る
死
者
数
の
う
ち
、
65
歳
以

上
の
高
齢
者
が
６
６
．4
％
を

占
め
て
い
ま
す
。
年
を
と
る
と

目
や
耳
が
不
自
由
に
な
り
、
火

災
に
気
づ
く
の
が
遅
い
、
あ
る

い
は
気
づ
い
て
も
若
い
人
の
よ

う
に
迅
速
に
動
け
ず
逃
げ
遅
れ

る
、
と
い
っ
た
こ
と
が
多
い
の

が
実
情
で
す
。
こ
の
こ
と
か
ら

火
災
時
の
要
援
護
者
を
地
域
ぐ

る
み
で
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
よ
う

積
極
的
に
働
き
か
け
る
こ
と
が

大
切
で
す
が
、
火
災
予
防
運
動

は
そ
の
絶
好
の
機
会
で
す
。

　

こ
の
運
動
期
間
中
に
は
、
各

地
で
住
宅
防
火
診
断
、
防
火
講

演
会
、
防
災
訓
練
な
ど
様
々
な

行
事
や
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
が
予

定
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
防

火
に
対
す
る
正
し
い
知
識
・
技

能
習
得
の
た
め
、
積
極
的
に
参

加
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

中高層建物火災を想定した消防訓練（鳥取県東部広域行政管理組合消防局）
ホ
防
テ
本
ル
部
火
）
災を想定し

た消防訓練（
釧路市消

幼稚園児を対象とした防災教室（鳥取県西部広域行政管理組合消防局）高所からの脱出訓練
を体験（上球磨消防

組合

消防本部）

プロバスケットボール選手との交流を交えた消防訓練（湖南広域消防局）

防火図画列車の運行（貝塚市消防本部）
東日本大震災追悼・復興支援イ

ベントでの地震体

験コーナー（笠間市消防本部）

ストーブ火災の推移

平成19年 平成20年 平成21年 平成22年 平成23年

1600

1400

1200

1000

800

600

400

200

0

1800
（件）

1587

1684

1457 1469

1609

595

686

514 553 653

839 832
753 744 763

ストーブの取扱いに気をつけよう!

ストーブ火災
石油ストーブ火災
電気ストーブ火災

　本格的な冬の到来に備え、石油ストーブなどの暖房器
具の手入れは万全でしょうか。
　平成23年中におけるストーブによる火災をみると、全
国で1,609件発生し、125名の方が亡くなられています。
また、東日本大震災による電力事情等の影響もあり、電
源不要である石油ストーブの販売台数が大幅に増加して
います。
　寒い時期を迎えるにあたり、これからストーブなどの暖
房器具を使用する機会が多くなります。火災を発生させ
ないよう、とくに次の点に注意するよう心がけましょう。

ストーブの周囲で洗濯物を干さない

ストーブの近くに燃えやすいものを置かない

給油は火を完全に消してから！
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使わなくなった消火器はリサイクル窓口へ

　使わなくなった消火器を放置していませんか。
　消火器を屋外や水回りなどの湿気の多い場所に長い間放置すると腐
食が進み、十分に機能しなかったり、破裂して事故につながる危険があ
ります。
　消火器は、お近くの消火器販売店などのリサイクル窓口への持ち込
みや回収依頼、または郵送をすることでリサイクルができます。
　使わなくなった消火器や、サビや変色などの腐食、キズやへこみのあ
る消火器をお持ちの方は、放置せずにリサイクルをお願いいたします。
　詳しいリサイクルの方法、お近くのリサイクル窓口については、消火
器販売店または下記にお問い合わせください。

（株）消火器リサイクル推進センター
ホームページ http://www.ferpc.jp/　
代表電話 03-5829-6773
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１１月９日は
119番の日

消防庁では、消防に対する正しい理解と認識を深めるとともに、防災意識を高め、地域ぐるみの防災体制
を確立する手助けとなるために、昭和62年より11月9日を「119番の日」としています。国民の生命財産を

守る消防活動の迅速さ、確実性を確保するためには、住民からの的確な119番通報が不可欠です。

　

一
刻
一
秒
を
争
う
消
火
活
動
や

救
急
・
救
助
活
動
の
始
動
の
た
め

に
1
1
9
番
通
報
は
重
要
な
も
の

で
す
。
年
間
の
1
1
9
番
通
報
件

数
は
全
国
で
約
8
5
6
万
件
（
平

成
23
年
中
）、
統
計
で
は
3.7
秒
に

1
回
、
15
人
に
１
人
が
1
1
9
番

通
報
を
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
通
報
す
る
場
面
に
遭
遇
し
た

時
の
た
め
に
、
1
1
9
番
通
報
に

あ
た
っ
て
の
留
意
事
項
を
確
認
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

How to 119番通報
一般的な留意事項　119番通報の際、消防本部等の指令管制員から「火事ですか?　救急ですか？」と聞かれます。また、
次のような情報をお尋ねしますので落ち着いて対応をお願いします。

火災の場合

●「火事です！」
● 住所と近くの目標物、ビルなら   
　階数も
● 何が燃えているか？
● 逃げ遅れた人はいないか？
● 自分の名前と電話番号

救急の場合

●「救急です！」
● 住所と近くの目標物、ビルなら
　階数も
● 誰がどうしたのか？
● 自分の名前と電話番号

事故の場合

● 「救急です！」
● 住所か近くの目標物
● どういう事故か？
● 怪我人や閉じこめられている人  
　の有無
● 自分の名前と電話番号

横浜市消防司令センター

通報場所の住所を確認してください。不明な場合は近くの人に聞
く、道路の看板、電柱等で確認、などの手段があります。119番へ
の通報後に、消防本部から折り返し確認の電話をかけることがあ
ります。通報後も携帯電話、PHSの電源は入れたままにしておき
ましょう。

IP電話からの
通報の注意点

「050」から始まる電話番号には119番通報ができないものがあり
ます。自宅のＩＰ電話から緊急通報できるか、契約先の事業者に確認
してください。非対応の場合は携帯電話から119番通報するか、地
域の消防本部の電話番号に電話してください。

携帯電話からの
通報の注意点

音声以外の
119番通報

音声による119番通報が困難な方を対象に、FAXやインターネッ
ト等による119番通報を受け付けている消防本部もあります。通
報要領は、消防本部により異なりますので、注意が必要です。

119番通報の
訓練をしよう！

火災や救急の必要な場面に遭遇したとき
には、落ち着いて119番通報することが
大切ですが、いざというときに、冷静に必
要な情報を伝えるのは難しいことです。
このため、消防本部では地域の消防訓練
などに合わせて、119番の通報訓練を受

け付けています。
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地
元
発
信
で
新
た
な
魅
力
を
P
R

地
域
一
体
と
な
っ
た
観
光
振
興

大
自
然
に
囲
ま
れ
た
首
都
近
郊
の
オ
ア
シ
ス
・
秩
父
。

そ
こ
で
は
、
古
き
良
き
田
舎
町
の
あ
た
た
か
い
風
情
を
生
か
し
つ
つ
、

周
辺
地
域
が
一
体
と
な
っ
た
新
た
な
観
光
振
興
の
取
組
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

撮
影
：
宇
賀
神
善
之　

写
真
提
供
：
秩
父
市 秩ち

ち

父ぶ

市し

埼
玉
県

都
心
か
ら
ほ
ど
近
い

自
然
豊
か
な
ま
ち

　

埼
玉
県
の
北
西
部
に
位
置
し
、

周
囲
が
長
野
県
、
山
梨
県
、
東
京

都
、
群
馬
県
の
4
都
県
と
隣
接
し

て
い
る
秩
父
市
。
四
方
を
山
に
囲

ま
れ
た
盆
地
で
あ
り
、
中
で
も
ひ

と
き
わ
高
く
そ
び
え
る
武
甲
山

は
、
秩
父
市
民
の
心
の
よ
り
ど
こ

ろ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
古
き
良
き

「
田
舎
町
」
を
想
起
さ
せ
る
、
自

然
豊
か
な
ま
ち
は
、
東
京
都
心
か

ら
も
特
急
電
車
で
78
分
で
行
け

る
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
か
ら
、
毎
年

多
く
の
観
光
客
、
ハ
イ
カ
ー
、
登

山
客
な
ど
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。

ち
ち
ぶ
定
住
自
立
圏
の

中
心
市
と
し
て

　

秩
父
市
を
中
心
市
と
し
て
、
横

瀬
町
、
皆
野
町
、
長
瀞
町
、
小
鹿

野
町
と
形
成
し
て
い
る
「
ち
ち
ぶ

定
住
自
立
圏
」。
平
成
22
年
9
月

に
ス
タ
ー
ト
し
て
以
来
、
緊
急
医

療
体
制
の
充
実
な
ど
医
療
分
野
を

中
心
に
広
域
連
携
を
図
り
、
一
定

の
成
果
を
上
げ
て
き
ま
し
た
。
ま

た
、
持
続
可
能
な
森
づ
く
り
や
、

バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進

に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
し
て
今
、
と
く
に
力
を
入
れ

て
い
る
の
は
観
光
分
野
で
す
。
今

年
4
月
に
、
秩
父
地
域
の
観
光
を

一
体
的
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る

組
織
「
秩
父
地
域
お
も
て
な
し
観

光
公
社
」
を
発
足
し
ま
し
た
。
滞

在
型
観
光
の
推
進
と
、
外
国
人
観

光
客
の
増
加
を
目
指
し
、
秩
父

地
域
全
体
を
包
括
し
た
観
光
企
画

の
立
案
や
販
売
促
進
を
重
点
的
に

行
っ
て
い
ま
す
。
秩
父
市
は
中
心

市
と
し
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と

り
、
構
成
市
町
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性

を
生
か
し
て
、
地
域
全
体
の
盛
り

上
げ
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

CITY PROFILE

人口：67,870 人（平成24年10月1日現在）

面積：577.69 km²

HP：http://www.city.chichibu.lg.jp/

浦山口駅白久駅

武州
中川駅

三峰口駅

黒谷駅

御花畑駅

大野原駅

秩父駅

西武秩父駅

秩父鉄道
秩父本線

西武鉄道
西武秩父線

奥秩父もみじ湖

秩父湖

秩父さくら湖

武甲山
羊山公園

西秩父桃湖

城峯山

両神山

荒川

雲取山

武州
日野駅

和銅遺跡

144

144
299

影森駅

西武秩父駅前に延びる仲見世通りで、特産品をPRする若手企業人。

秩父市
埼玉県

秩父のシンボル・武甲山の
麓にある羊山公園は、色鮮
やかな芝桜が一面に広がる
「芝桜の丘」で有名。
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ニ
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ア
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れ

2

山

。
月

る
3

の
祭

に

。
0

と
一

京都祇園祭、
万
開

並
つ

人
催

ぶ
。

も
さ

、

の

日

れ
観

本

る秩

三

光



秩父の魅力を
地元から発信！

地方力

1
若手企業人
地域交流プログラム

　

秩
父
市
観
光
課
に
は
、
総
務
省

の
「
若
手
企
業
人
地
域
交
流
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
に
よ
り
民
間
企
業
か
ら

出
向
し
て
い
る
若
手
ス
タ
ッ
フ
、

近
藤
周
さ
ん
と
白
井
ゆ
か
さ
ん
が

い
ま
す
。
2
人
は
先
述
の
「
秩
父

地
域
お
も
て
な
し
観
光
公
社
」
で

の
業
務
を
主
に
担
当
し
て
お
り
、

地
元
か
ら
秩
父
の
魅
力
を
発
信
す

る
「
着
地
型
観
光
」
を
推
進
す
る

た
め
、
観
光
資
源
の
掘
り
起
こ
し

と
発
信
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
若
い
人
に
も
来
て
も
ら
え
る

よ
う
、
効
果
的
な
P
R
方
法
を

考
え
て
い
き
た
い
で
す
」
と
白
井

さ
ん
。
旅
行
代
理
店
で
の
経
験
を

生
か
し
、
秩
父
を
満
喫
で
き
る
モ

デ
ル
コ
ー
ス
づ
く
り
や
、
S
N
S

を
用
い
た
情
報
発
信
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。「
行
政
な
ら
で
は
の

〝
公
平
性
〞の
観
点
は
新
鮮
」
と
話

す
の
は
、
鉄
道
会
社
で
駅
ナ
カ
の

開
発
を
行
っ
て
き
た
近
藤
さ
ん
。

企
業
と
の
折
衝
を
行
う
こ
と
も
多

く
、「
行
政
と
企
業
の
橋
渡
し
役

に
な
れ
る
よ
う
、
人
と
の
つ
な
が

り
を
大
切
に
し
た
い
」
と
力
強
く

話
し
ま
す
。

　

若
手
2
人
の
力
を
取
り
入
れ
、

こ
れ
ま
で
の
行
政
の〝
殻
〞を
破
っ

た
観
光
振
興
策
で
、
新
た
な
秩
父

の
魅
力
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

地
体験
域
し
お
て
こ
み
し
る
協
こ
力
と
隊
で
員
、P
の

R
南
の
さ
ポ
ん
イ
の
ン
指
トを
導
探
で
る
、
。
秩父の伝統的な絹織物「秩父銘仙」を体験。自ら

仲見世通りに掲出している「あの花」街頭フラッグ。

「
秩

P
イ
R

父
チ
。

特
ロ
産
ー
の
ズ
ウ
モ
イ
ル
ス
ト
キ
」
ー
を

秩父地域に点在す
る3 4カ所の札所
巡り。観光地には自
ら積極的に足を運
び、地元の人が気
づいていない魅力の
掘り起こしを目指す。

秩
ht
父
tp
地
://
域
www
おも

.
て
fa
な
ce
し
b
観
oo
光
k.
公
co
社
m
　
/c
F
h
a
ic
c
h
e
i
b
b
o
uo

o
m
k

otenashikosya
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アニメを活用した
観光振興！

地方力

2
秩父
アニメツーリズム
実行委員会

　

秩
父
市
内
を
歩
く
と
、
至
る
と

こ
ろ
で
ア
ニ
メ
を
用
い
た
P
R

ポ
ス
タ
ー
や
フ
ラ
ッ
グ
な
ど
を
目

に
し
ま
す
。
秩
父
市
で
は
、
平
成

22
年
に
「
秩
父
ア
ニ
メ
ツ
ー
リ
ズ

ム
実
行
委
員
会
」
を
設
立
し
、
ア

ニ
メ
を
効
果
的
に
用
い
た
観
光
振

興
を
目
指
し
て
い
る
の
で
す
。

　

中
で
も
力
を
入
れ
て
い
る
の

が
、
秩
父
を
舞
台
設
定
の
モ
デ
ル

と
し
た
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
「
あ
の
日

見
た
花
の
名
前
を
僕
達
は
ま
だ
知

ら
な
い
。」（
以
下
、
あ
の
花
）
と

の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
。
ア
ニ
メ

フ
ァ
ン
に
よ
る
「
聖
地
巡
礼
」
と

称
し
た
舞
台
地
巡
り
が
話
題
と
な

っ
て
い
る
こ
と
を
受
け
、
実
行
委

員
会
で
は
「
聖
地
巡
礼
M
A
P
」

を
制
作
し
、
市
内
数
カ
所
を
巡
る

ラ
リ
ー
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。
期
間

中
、
8
万
人
も
の
若
い
フ
ァ
ン
が

秩
父
を
訪
れ
、
こ
れ
ま
で
の
観
光

客
と
は
異
な
る
層
の
開
拓
に
成
功

し
ま
し
た
。
ほ
か
に
も
フ
ァ
ン
の

心
を
掴
む
イ
ベ
ン
ト
を
複
数
開
催

し
、
ア
ニ
メ
放
送
か
ら
２
年
が

経
っ
た
今
も
そ
の
勢
い
は
衰
え
て

い
ま
せ
ん
。
今
後
は
、「
あ
の
花
」

効
果
で
初
め
て
秩
父
を
訪
れ
た
若

者
が
リ
ピ
ー
タ
ー
に
な
る
よ
う
な

P
R
展
開
に
も
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

札所17番定林寺。「あの花」に登場する“聖地”でもあり、アニ
メ放送をきっかけに若い観光客が増加した。
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市民やファンとの
対話が生み出す交流
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何
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ア
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ァ
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こ
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に

大

と
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の

ボ

若

。

訴

で
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レ
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線

、「

者

求
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ー
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」

フ
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。

で
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の
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ン

ン

る
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よ

。

企

の

で

か

ン

う

ア

グ

画

一

気

の
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な

ッ

リ

ち

ツ

よ

ズ

だ

交

訪

街

　

う

と

ー

ろ

を

こ

な

販

流

、

リ

思

ん

ど

自

れ

売

網

市

ズ

い

に

、

か

然

を

や

民

ム

ま

市

ご

ら

と

広

や

、

が

す

も

民

協

受

各

げ

フ

浸

。

長
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透
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イデ

。

アを大切にしていきたいと思



　
総
務
省
　

年
月
日
発
行
　
第

号
（
毎
月
回
発
行
）　
発
行
総
務
省
制
作
株
式
会
社
小
学
館
集
英
社
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
印
刷
昭
栄
印
刷
株
式
会
社
　

2012
11

1
143

1
P

rinted in Japan
M

inistry o
f Internal A

ffairs and
 C

o
m

m
unicatio

ns
●

　
●

　
●

この印刷物は古紙配合率70％再生紙を使用しています。


	hyo1_.pdf
	P02-03_.pdf
	P04-09_.pdf
	P10-13_.pdf
	P14-17_.pdf
	P18-19_.pdf
	P20-23_.pdf
	hyo4_.pdf

